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〈要旨〉  
 香料会社には香水や化粧品、ハウスホールドなどに用いられる香粧品香料を試作・製造

するフレグランス部門と、食品に用いられるフレーバーを試作・製造する食品香料製造部

門がある。前者のフレグランス部門を担当する研究者をパフューマー、後者をフレーバリ

ストと呼んでいる。パフューマーは、自身が描く創造の香りを求めて調香研究を行う、い

わゆる創造の世界である。一方、フレーバリストは、食品がもつ香りの忠実な再現を目標

として研究し、こうして調合された処方をベースにして目的とする商品にふさわしい匂い

に練り直す。自然にあるがままの香りにできるだけ近似したフレーバーの再生がフレーバ

ー研究の中心である。 
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